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本学薬学部生命創薬科学科では，アドミッ
ションポリシーの骨子として次のような記述
があります。
１ ．人類の健康を守ることを通じて社会に貢
献しようとする志
２ ．自立心旺盛で勉学と研究意欲に溢れ，先
端医療を支える薬学研究者
３ ．医療に携わるさまざまな人々と協働して
学ぶ意欲
本稿では，上記１～３に相応しい方が入学
された後，充実した専門教育を受けていただ
くための当該学科の工夫と魅力をお伝えでき
ればと思います。
生命創薬科学科の沿線
薬学部で薬剤師を目指す課程が６年制へ移
行して10年あまりが経過しました。薬学６年
制の施行に伴い，本学の薬学部の製薬科学科
から派生して，現在の，生命創薬科学科が誕
生しました。薬学部が薬学部であるために
は，６年制の学科の設置が必須条件となって
います。全国で74ある薬系大学の多くは６年
制学科の教育に軸足をおき，定員数からみて
も，薬学部の４年制学科は６年制の影に隠れ
そうな状況でした。
しかし，本学薬学部は，従来から，卒業生
の進路の半分以上が企業あるいは公務員志向
であり，これまでに卒業生を，製薬企業に多
く輩出してきた実績を活かすことを念頭に，
生命創薬科学科，薬学科の定員を，それぞれ
100名と80名とする，全国に類をみない募集
内容を提案したのです。一方，国立大学は４
年制学科の定員が６年制学科を上回っていま
す。他の私立大学にあっても４年制学科の定
員を増やしている大学がありますが，全国で
唯一３桁の定員募集があり，95％以上が大学
院に進み，修士課程修了者の就職率も95％超
を持続しているのは，東京理科大学薬学部生
命創薬科学科だけなのです。
薬学部４年制学科としての実績と
薬系大学への影響
生命創薬科学科は，この10年間で1,200名
超の学生に教育を展開してきました。全国の
薬系大学４年制の合計の募集人数は，国公私
立大学を含めても1,000名 /年 程度です。こ
の比率から推測できるように，本学の卒業生
は，約10％ /年を占めており，その多くが製
薬企業に就職してきました。したがって，製
薬業界に占める薬系４年制出身者からなる理
科大ネットワークは，間違いなく相当な影響
力を及ぼす存在となってきています。
生命創薬科学科は，薬学６年制教育の補完
を超えて，創薬研究者としての「誇り」と
「自信」と「専門知識に溢れた知恵」が学べ
る学科として，薬剤師教育との両輪としての
存在をアピールしてきました。だからこそ，
創薬研究に重きを置き，「１粒の薬で多くの
人に同時に貢献する創薬研究者」というスロ
ーガンを強調してきたのです。我々の学科で
学ぶ創薬は，「ヒトへの薬」です。そのため
には，医療人としてのヒューマニズムや薬事
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法に触れ，それを学ぶことは重要で，そのた
めの科目にも配慮しています。
６年一貫教育のステップアップ
～薬学と薬科学～
本学の他学部他学科でも「薬」をキーワー
ドに研究成果を紹介している研究室も多くあ
ります。薬に興味がある方は，他学科と比較
で迷われる場合が少なくないようです。本学
であれば，応用化学科は，化学技術に関し
て，より幅広い研究がされていますが，薬物
代謝や生体内での反応を学ぶ機会はほとんど
ありません。応用生物科学科は，本来，資源
としての微生物やバイオメデレーション（生
態環境修復）等にも軸足があり，広く生命科
学を学ぶ学科でしょう。同様に，生物工学科
は，バイオテクノロジーを主体とした学科で
あり，DNAマイクロアレイや次世代シーケ
ンサーのデータ解析応用として創薬に繋がる
という解釈ができると思います。
「ヒトへの薬」については，単に低分子化
合物の合成ということでは済まされません。
体内での代謝や吸収，毒性，薬理や製剤の知
識が必要です。生命創薬科学科の大きな特徴
は，「総合的な学問としての薬学の探求」に
あります。
開設以来，本学科は，修士課程への進学を
強く訴え，６年一貫教育の必要性を掲げてき
ました。６年一貫を活かすために，３年次ま
でに，卒業研究以外の単位をすべて習得でき
るようにし，４年次から各研究室に配属して
修士修了までの３年間を研究に没頭できる環
境を整備してきました。
生命創薬科学科の科目構成は，薬科学で
す。薬学における実務の代わりに，薬を科学
する多様な理論や手法の学問と位置付けるこ
とができるでしょう。現在では，「薬」も多
様な形をとります。免疫系への応用や再生医
療など，生体機能を利用した薬剤も次々に出
てきています。したがって薬科学は，生化学
的実験や動物実験に限らず，コンピュータに
よるシミュレーションやAIの活用もその範
疇です。また，薬が体に及ぼす影響やウイル
スやバクテリアが薬剤耐性を獲得する仕組み
を考えるのも，薬科学であろうと思います。
科学における先端知識・技術は日々進歩し
ており，大学あるいは大学院で学んだことは
５年を経ずして先端ではなくなります。基幹
基礎をしっかり身に着け，先端技術を理解す
る「知恵」を獲得してほしいものです。
高校教育から薬科学へ
薬科学の基礎は，高校教育での化学，生
物，物理と数学にあります。新しい薬や効率
のよい反応を提案していくことも，創薬の１
つですから，理解を深めるためには物理法則
やそれを計算するための数学が不可欠です。
また，服薬による，生体内での影響（毒性や
他のタンパク質への影響など，いわゆる副作用
全般）を予測する必要があるわけですから，
「生物」の基礎知識が重要となることは言う
までもありません。薬科学として，反応速度
や代謝・吸収・拡散のシミュレーションを学
んでいただくことを考えると，数Ⅲを含む論
理的思考力は重要です。例えば，次式は正規
分布で学ぶものですが，定積分の計算ができ
ることが重要なのでなく，この関数の意味を
理解し，これが「１」になることが推察でき
るとよいのです。
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おわりに
大学における楽しみの１つ「研究」があり
ます。次ページからは，本学科の研究につい
て，ユニークな講師陣が各自の研究紹介をし
てくれています。読者の方に「この先生のも
とで研究してみたい」というワクワク感が湧
き上がることを期待しつつ本稿の結びます。
